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■ 施業管理
　森林管理計画（2006-2015）では、八ヶ

岳演習林はミズナラを主とした広葉樹林に

誘導し、保全する方針です。川上演習林に

ついては長伐期による大径材の生産を目標

とする重点育林区の間伐作業が主に実施し

ています。

■ 林相図

カラマツ林間伐作業前の樹冠の様子（一例）カラマツ林間伐作業後の樹冠の様子（一例）

■ 植　生

　八ヶ岳演習林はミズナラをはじめとした

広葉樹二次林で、部分的に中間湿原が残っ

ています。上写真は八ヶ岳演習林内に敷設

された自然観察路です。下写真は中間湿原

で、優占するヌマガヤが紅葉します、周囲

にはハンノキ、ズミ等が生育しています。

　川上演習林はカラマツを主体とする人工

林（約70％）で、残りはミズナラ・カンバ

類で占められる二次林となっています。写

真上は1996年植栽のカラマツです。下写

真は実習の山登り観察となる 2 林班総合気

象の上部付近の様子です。

八ヶ岳演習林

川上演習林

八ヶ岳演習林1～4林班の林地区分 八ヶ岳演習林5林班の林地区分 川上演習林の林地区分
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■ 気　象

■ 地　質
　実験林一帯の地質は関東ローム層から成り立っています。筑波大学を造成する際に、水田や湿地であったところを

客土して埋め立てたため、土壌特性は複雑になっています。

■ 施　設

筑波実験林

平均気温 降水量

降水量

平均気温

管理棟

実験室

実習室

ガラス室

　管理棟には教職員の居室に加

え、実習室（36名）、化学分析を

行える実験室があります。ガラス

室は植物の生育実験に供用でき

ます。



■ 実　習
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● フィールドに学ぶ食と緑
● 生産科学実習
● 生物学類生態学実験
● 生物学類植物系統分類学Ⅰ実験
● 森林植物学
● 教員免許更新講習会「里山探検隊」
● 大学院共通科目「魅力ある理科教員になるための生物地学実験」
● 教育・研究指導Ⅰ（附大・高大連携による教員養成実践）
　の実習：植物寄生菌の観察
● 農林生物実験Ⅰ、野外実験（生物資源学類）
● 農林生物学実験Ⅱ 生産科学実習

■ 研　究

　植物見本園に隣接する兵太郎池の環境改善を目的に、水質調査、捕獲

調査を行っています。（兵太郎池調査）

ハクウンボク ヌマスギ ロウバイ

兵太郎池調査

■ 施業管理

■ 実験林配置図・植物見本園案内図

苗畑 梅見本園

実　習　名

　植物見本園への補充用樹木と、販売用樹木の養成地として管理しています。竹林には実習で植菌した原木の伏せ

込み場所として利用し、日照や水分を調整して発生をコントロールしています。北側の0.21haをコナラ、クヌギ等の

苗を養成するきのこ原木林とし、実習・研究に活用していく予定です。

　本邦産樹木を中心に約300 種類の樹木を集めています。

苗　畑

植物見本園

実験林配置図 植物見本園案内図

ミズナラ開葉 ミズナラ落葉後

　植物見本園の約20種について開葉、開花調査を行っています。
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